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えもごトキめき鉄道 経営基本計画(素案 )についての宇請 
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えちごトキめき鉄道は本年 1月､ "経営基本計画 (素案) ,,を発表し､3月 8日までに"意見募集"を行

い､市民等-の説明を経て､3月下旬の取締役会で最終決定すると報道されていま尭

私たちは､信越線･北陸線 (並行在来線)が､孫･ひ孫の時代まで安心して乗れる鉄道として､安定的

な経営のもとで存続することを願い､専門家の話や沿線住民･利用者の声を聞きながら､在来線の存続

と地域の振興･発展をめざして運動をすすめてきました｡

昨年 8月には､えちごトキめき鉄道の｢運行の課題と方向性｣等にかかわって沿線住民を対象にアンケ

ート調査も行ってきたところですoその結果を踏まえ､えちごトキめき鉄道の｢経営基本計画 (素案)｣に関
し以下について要請します｡

要 請 項 目 

1･地域の鉄道は､経営形態にかかわらず､公益性･公共性の高い交通機関です｡経営理念に公共交通

としての責任及び｢住民福祉向上に寄与する｣旨を明記するこ Oき七i Jh7者だ れ二ヒ｡釦 で潮 叶 j 

2･民ンーでた用､民要にい経計に映ると極血叫住アケト示 産れ利者住の望つて営画反すこo(1)運賃は上げないで､2社以上にまたがる場合は乗車距離にもとづいて通算することo1･号.
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(2 J､ほく 線の相互乗り こと L像臥 / t.iLD ,)隣県 R ほく 入れを行う o j -i･l･招 叫

那鰻等動 ニー 射てもう< 7＼て湖 乾 し .吊 .
 

1音ガ ･,
/ してモ7A 



宜磐rLitよ -

･利便性の確保､相互乗り入れ運行のため､北陸線DC化を止め交直流電車とすること｡ 
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のように協議されるのか､特に『他の交通機関との連携』について明らかにされたい0 
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荒 u芝雲芸≡L 芸 荒 慧J O, 荒 野 流ネットワ~クを確保することC 

住民説明会の要望､住民からの｢意見募集｣を真筆に受け止め､経営計画に活かすこと｡ 

｢鉄道とまちの共生ビジョン｣アクションプランについて､その優先順位と実施計画について､会社とど

けること｡ 

並行在来線の安全対策及び利便性など､今後の運行･運営についてえちごトキめき鉄道に積極的に

関わり､住民-の情報提供や説明責任を十分果たすとともに､利用者の要望を適切に受け入れること

ができるよう､継続して住民代表が参加できる仕組みをつくることO

剥 , f韓成 句 )射与t言, 

8.並行在来線の安定運行に関し､国と JRの責任と役割を明確にした新たな制度･仕組みを国に働き

かけること｡

以 上
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先に明らかにした経営スキーム等にもとずく､資産譲渡･収支予測を早く示すこと｡ 

経営計画策定に対し､丁寧に説明し､評価･判断ができるよう利用者､住民が参加する協議の場を設


